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	細胞局在:核。サイクリン依存性キナーゼ6 (CDK6) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性タンパク質キナーゼ (CDK) ファミリーのメンバーです。CDK ファミリーのメンバーは、Saccharomyces cerevisiae cdc28 および Schizosaccharomyces pombe cdc2 の遺伝子産物と非常に類似しており、細胞周期進行の重要な制御因子として知られています。このキナーゼは、細胞周期の G1 期の進行と G1/S 遷移に重要なタンパク質キナーゼ複合体の触媒サブユニットです。このキナーゼの活性は、D 型サイクリンや CDK 阻害剤の INK4 ファミリーのメンバーなどの制御サブユニットによって制御される中期 G1 で最初に現れます。このキナーゼは、CDK4 と同様に、腫瘍抑制タンパク質 Rb をリン酸化してその活性を制御することが示されています。この遺伝子の発現は、一部の癌種で亢進しています。同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング変異体が同定されています。[RefS提供]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CDK6ウサギモノクローナル抗体を用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸組織の免疫組織化学分析。1、CDK6（PT0069R）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学分析。1、CDK6（PT0069R）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

